
日本旧石器時代研究の現在
－旧石器捏造発覚から 20 年－

い　ま
2021 年度日本旧石器学会普及講演会

　　旧石器捏造発覚から20年。この間、日本における旧石器研究の組織と体制、
　問題意識はどのように変わったのか。そして、その方針のもと推し進められ
　た研究により、日本列島の旧石器時代像はどのように捉えられているのか。
　　本講演会では、日本旧石器学会とアジア旧石器協会の設立・発展に尽力され、
　日本の旧石器時代研究を牽引されているお二人にご講演いただく。

第１回　9 月 25 日 （土）

「旧石器捏造事件を契機とした問題意識と体制の変革－過誤に学ぶ－」

講師：小野　昭　ONO Akira
（東京都立大学名誉教授
　前日本旧石器学会会長・アジア旧石器協会名誉会長）

第２回 1０月 23 日 （土）

「日本列島後期旧石器時代の成立に関する展望」

講師：佐藤宏之　SATO Hiroyuki
（東京大学教授
　日本旧石器学会会長・アジア旧石器協会副会長）

無料 ・ Zoom を使用したオンライン開催
参加申込 ： 参加フォーム （https://forms.gle/kzDLC2njaZvFP4BA9） から申込み
申込締切 ： 第１回　9/17、 第２回　10/１５
　　　　　　　　　両日併せて申込むことも可能
問い合せ ： 日本旧石器学会広報委員会 （尾田）
　　　　　　　　　Mail: odanoriyoshi52@gmail.com

13:30 ～ 15:30

13:30 ～ 15:30

日本旧石器学会
http://palaeolithic.jp/index.htm


